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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

大洋航空株式会社所属セスナ式１７２Ｍ型ＪＡ３７３２は，昭和５１年９月１５日１６時

５６分ごろ，相模湾上空（北緯３５°０３′３０″，東経１３９°３０′３０″付近）におい 

て，後部左席の同乗者（以下「Ａ」という。）及び後部右席のＡの妻（以下「Ｂ」という。） 

が刃物で機長及び前席右側の同乗者（以下「Ｃ」という。）に切りつけた後，機外に出て行方 

不明となった。その後機長は出血多量のため意識を失い，操縦不能となったが，Ｃが操縦し， 

１７時２４分，東京国際空港の滑走路３３Ｒに着陸した。

機体に損壊はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５１年９月１６～１７日　事実調査

１．３　原因関係者からの意見聴取

昭和５２年３月４日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

事故当日，ＪＡ３７３２は近代航空株式会社のチャータにより機長の外，前席右側にＣが，

後席にＡ及びＢの夫婦の計４名がとう乗し，大島方面に向け周回飛行として調布飛行場を１５

時３５分に離陸した。当該機のその後の経過については，機長及びＣの口述によれば次のとお

りであった。

当該機はＢの要請により飛行計画を変更し，大島空港に１６時１６分着陸した後，１６時 

３１分に調布に向け同空港を離陸した。

当該機は磁方位２１０度の方向に離陸上昇し，高度３，０００フィートで空港から５海里に達

したので，１６時３６分に大島ラジオにその旨を通報した。

その後，当該機は上昇を続けながら左旋回し，三原山火口を二周して６，０００フィートに達 

し，１６時４６分ごろ機首を磁方位１５度に針路をとり，緩徐に高度を下げ，高度５，５００フ 

ィート及び計器指示速度を約１２０マイル／時に維持して飛行を続けた。

当該機が大島と湘南の海岸線を結ぶ航程の半ばを少し過ぎたころ，突如Ａ及びＢが立ちあが 

って背後から機長に刃物で切りかかり，それを止めようとした前席のＣにも切りかかってきて 

２～３分間乱闘となった。

その後，Ａはキャビンドアのロック（左側）を外し機外に飛び出し，続いてＢも機外に飛び 

出し行方不明となった。乱闘中に当該機は機首が大島方向に向いていたので機長は左旋回し機 

首を調布の方向に向けたが，出血が激しく，意識を失い始め，操作不能となった。

その後はＣが操縦し横須賀，横浜，扇島上空を飛行し１７時２１分２５秒東京タワーとコン 

タクトし，緊急着陸を要請した。

機長は出血と負傷のため，身体の自由がきかなかったが，着陸５分前位から意識が回復した 

のでＣに対し操縦上の指示やアドバイスを与え，１７時２４分に東京国際空港に着陸した。

同機はその後誘導路Ｃ－３に入り約３００メートルの地点まで地上滑走して停止した。機体 

の損壊はなかった。



２．２　人の死亡，行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員 その他
その他

死亡　０　２　－

重傷　２　０　－

軽傷　０　０　－

なし　０　０

とう乗者「その他」の欄中死亡２は行方不明。

機長……右頸部及び右肩甲部　切創

Ｃ……右肩及び後頸部　刺創

右手及び左第３指　切創

２．３　航空機の損壊の程度

なし

２．４　乗組員に関する情報

機長　昭和３０年１１月２０日生

事業用操縦士技能証明書（陸上単発）第５９９４号

昭和５０年９月１７日取得

第１種航空身体検査証明書第１１６５０７２９号

有効期間　昭和５１年５月２９日から昭和５２年５月２８日まで

総飛行時間　３９７時間３９分

同型飛行時間　１０７時間０６分

最近３０日間飛行時間　３１時間１７分



２．５　航空機に関する情報

型式　セスナ式１７２Ｍ型

製造年月日　昭和４９年１２月２３日

製造番号　第１７２６４４８１号

耐空証明書　第東５１－０６８号

有効期間　昭和５１年５月７日から昭和５２年５月６日まで

総使用時間　６４１時間１２分

最終５０時間点検後の使用時間　７時間０２分

２．６　気象に関する情報

大島空港

１６時３０分：　風向２３０度　風速５ノット

東京国際空港

１７時００分：　風向１００度　風速１１ノット　視程１８キロメートル

雲量１／８　２，０００フイート　雲量５／８　２，５００フイート

高層風観測（６，５００フイート）

１５時００分　八丈：　風向２３０度　風速１５ノット

館野：　風向２４０度　風速１０ノット

２．７　通信に関する情報

２．７．１　当該機が１１８．０ＭＨｚで東京タワーを呼び，事件について発信しているのを，調布 

空港内の新日本航空整備株式会社社員が１７時００分ごろ傍受した。

２．７．２　上記２．７．１の発信を調布ローカルで飛行中の航空機数機が傍受し，当該機が東京タワ 

ーとコンタクトするまで同機と交信し，調布への連絡や飛行上のアドバイスをした。

２．７．３　当該機は１７時２２分東京タワーと１１８．１ＭＨｚでコンタクトし，緊急着陸及び救

急車の手配を要請した。



２．８　医学に関する情報

機長は右頸部に長さ約８センチメートル，深さ約７センチメートル，右肩甲部に長さ約１８ 

センチメートル，深さ約５センチメートルの切創を受け，僧帽筋，肩用挙筋，菱形挙筋，棘上 

挙筋，頸板状筋及び胸鎖乳突筋の各筋肉が，また副神経の分枝及び右第２．３．４頸神経枝の分枝 

の各神経が切れていた。

このため，知覚がまひし，腕の挙上に支障をきたした。

推定出血量は約２０００ｃｃで，入院時は出血性ショック状態であった。

２．９　人の生存，死亡又は負傷に関係のある捜索

救難及び避難等に関する情報

２．９．１　機長等の収容

１７時２４分　当該機着陸。

１７時３０分ごろ　東京空港事務所消防課所属の救急車現場到着，止血の応急処置

を行う。

出血多量のため，上記救急車から管制塔を通じ東京消防庁救急 

車の出動を要請。

１７時４２分ごろ　東京消防庁救急車現場到着。（１台）

１７時５０分ごろ　機長を救急車に収容し病院に向う。

１８時２０分ごろ　Ｃを救急車に収容．病院に向う。

２．９．２　行方不明者の捜索

海上保安庁の巡視船が当日下田港及び東京港から各１隻が出動し捜索したが発見出来ず， 

現在通常業務にあわせて捜索中。



３　事実を認定した理由

３．１　解析

３．１．１　機長及びＣの口述によれば，Ａ及びＢはキャビン・ドアを開け機外に出たが，機長及 

びＣも当時の状況及び負傷状態から，これを抑止することはできなかった。

３．１．２　事故当時の５，５００フイートにおける風向風速を，八丈島及び館野における高層風観 

測値及び大島の地上観測値等から勘案し，２４０度の１０ノットと推定すると偏流角は約 

３度となり，機長の口述による機首方位及び凶行発生時における関係位置から，凶行発生地 

点は北緯３５°０３′３０″，東経１３９°３０′３０″付近であったものと推定された。

３．１．３　当該機の対地速度，飛行の時間的経過及び上記凶行推定地点を勘案すれは，凶行発生 

時間は１６時５６分ごろと推定される。

４　結論

（１）　機長は適法な資格を有し，有効な身体検査証明書を有していた。

（２）　ＪＡ３７３２は有効な耐空証明を有していた。

（３）　機長は大島から帰航の途中，背後からＡ及びＢに刃物で切られ，機長は操縦が不能とな 

つた。

（４）　ＣもＡ及びＢの刃物で負傷したが，機長の操縦不能後は，Ｃが応急的に操縦して帰投し

た。

（５）　凶行発生地点は北緯３５°０３′３０″東経１３９°３０′３０″ 付近と推定される。

（６）　凶行発生時間は１６時５６分ごろと推定される。

（７）　Ａ及びＢは飛行中キャビン・ドアから機外に出たものと推定される。

原因

本事故は，飛行中Ａ及びＢがキャビン・ドアから機外に出て行方不明になったものと推定さ

れる。


